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メダカの全身組織ブラウジン グシ ステム

理 科教育にお けるメ ダカ活用 の た め の 新ツ
ー

ル
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1　 目　的

　メ ダ カ （Or− zias 　la　ti　es）は 小 学校の 理 科教

育にお け る受精 ・発 生 の 教材 とな っ て い る が 、

小 さい 体躯（体 長 3cm 程度）なが ら脊椎動物

として の 基本 的な ボデ ィ プ ラ ン を我 々 ヒ トと

共有 し て お り、ヒ トの モ デ ル 動物 と し て も科

学の 広 範な領域にお い て さか ん に活用 されて

い る。今回我 々 は 、メダカ の 全身 を組 織切片

化す るプ ロ トコ ル を開発 し、メ ダカ の 全 身組

織切 片を 高解像度 の デ ジ タ ル 画 像化（バ ーチ

ャ ル ス ラ イ ド）して イ ン タ
ーネ ッ ト環 境で 閲

覧す る こ とを可能 と した の で 、紹介 し た い 、
2 　方 法

　メ ダ カ の 腹部に 切 れ 込み を入れ 、
Davidson

氏 固定液（31．35％　エ タ ノ
ー

ル
、 11．5％酢酸 、

8．14％ ホ ル マ リ ン ）中で 浸漬 固定 し た。定法

に よ っ て 脱水 ・透徹 ・パ ラ フ ィ ン 包埋 し た後、

滑 走式 ミ ク ロ ト
ーム を用 い て連 続切片（厚 さ

5um ）を作成 し、20 枚 ごと に 1枚の 切片をヘ

マ トキ シ レ ン
ー

エ オ ジ ン 染色 し、脱水 ・封入

し た 。バ ー
チ ャ ル ス ライ ド作成装 置 （VS −100、

オ リン パ ス ）を用 い て 全身切 片 をデ ジ タ ル 化

し、山 口 大 学大学院医学系研究科分子 病理 学

研 究 室 の デ ータ サ
ーバ に ア ッ プ ロ

ー
ド して

ID 、パ ス ワ ー
ド制 限 の も とイ ン タ

ー
ネ ッ トで

閲覧 口∫能 と し た。

3 　結 果

　 バ ー
チ ャ ル ス ライ ド（VS） の 閲覧の 例 （眼球

の 周辺 ）を右 に示 す 。 個体全 身か ら細胞 レベ ル

ま で シ
ー

ム レ ス な閲覧 ・観察が 可能 であ り、一

個一個 の 細胞 ま でを 明瞭に観 察す る こ とが で

きた 。

4 　考 察

　PC を用 い て イ ン ターネ ッ ト経由で メ ダカ

の 全身組織切 片 の VS を 自在に 閲覧す る こ と

に よ り、メ ダ カ個体⇔ 器官（内臓器）⇔ 組織←〉

細胞 の 関連を直感的に 認識す る こ とが 可能 と

　　　　　　　　　　　　　　 な る。ゲ ノ

　 　 ム解析 が な

　 　 され た標準

　 　 的なメ ダカ

　 　 系統 に加え

　 　 て 、将来、

　 　 遺伝子 を破

　 　 壊 した疾患

　 　 モ デ ル メ ダ

　 　 カ 、国際宇

　 　 宙 ス テ ーシ

　 　 ョ ン に て 長

　 　 期飼育 した

　 　 メ ダカ等 を

　 　 VS 化 し て

　 　 閲覧可能 と

　 　 す る構 想で

　 　 あ り、子供

　 　 達が 教室、

　 　 自宅 の PC

　　　　　　　　　　　　　　 を使 っ て最

先端 の 生命科学研究に 自由に 触れ る こ とを実

現する ツ ール とな り得る もの と期待 して い る、

5　結 E
　本 シ ス テ ム は 、研究 目的に 開発 ・整備 して き

た も の で あ るが 、メ ダカ の 特 色 を活 か した理 科

教育 ・科学教育 の 教 材 と して も大 きな ポ テ ン シ

ャ ル を有 して い る もの と期待 して い る。小 中高

校の 理 科教育に お け る教材 とし て の 今後 の 活

用 を実現す るた め に、理 科教育 の 現 場 にお られ

る 先生方 か らの コ メ ン ト、ご教授 、
ご示 唆 、

ご

要望 を賜 り た い と考え て い る 。
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